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なくそう 実習生制度！創ろう まっとうな移民制度! 

外国人技能実習生制度は、「日本の優れた技術を発展途上国に役立てる、また、役立てることの

できる人材を育成する」という建前とは裏腹に、最低賃金で働かせる安い労働力の確保という実態

外国人技能実習制度廃止！ 
全国キャラバン 

広島市中区本通りにて スタンディング 
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がある。建前と実態の間にこれほど大きな隔たりがある制度は他に類を見ない。そして、実習生た

ちは巨額の借金を抱え(およそ１００万円)、「日本で頑張って働けば３００万円の貯金ができる」

といううたい文句の下、出稼ぎとして来日している。 

岡山の建設に携わる実習生たちへの暴行事件がテレビで大々的に報道されたのは記憶に新しい。

あれほどひどい暴行が日常的に繰り返されていても、実習生たちは逃げることができない。それ

は、彼らに就労の自由、移動の自由がなく、逃げれば「失踪」として、他の職場で働けば「不法就

労」として、警察に追われることとなるからである。実習生たちは犯罪者になるために日本に来た

のではない。追及されるべきは、このような事態を引き起こす実習生制度そのものであり、人権侵

害を繰り返す事業主、月に３～５万円もの管理費を徴収する監理団体に他ならない。 

「現代の奴隷制」「３年間の人身売買」と言われる外国人技能実習生制度はもはや廃止すべきで

ある。そして、まっとうな移民制度を創り上げていかねばならない。 

この度、移住連（移住者と連帯する全国ネットワーク）の呼びかけにより、北は北海道から、南

は沖縄からの全国キャラバンを行うことになった。中国地方では、広島、福山、岡山で５月２９日

に集会やスタンディングを行い、６月１日には、鳥取駅前での街頭宣伝とスタンディングを行って

きた。スクラムユニオンからは５名の仲間たちが、この行動に参加した。 

 

広島集会とスタンディング 

５月２９日、午後１時から、アステールプラザにおいて外国人技能実習生制度廃止に向けての広

島集会が、全国キャラバンの一環として行われた。集会は３０名を超える参加者の下、多くの発言

が行われ、熱気あふれるものとなった。 

土屋委員長が司会を行うとともに、全国キャラバンの意義を明らかにする開会挨拶を述べた。続

いて、実習生弁連で活躍される端野弁護士から、実習生制度の下で引き起こされた事件を通して、

実習生制度の持つ欠陥が鋭く指摘された。とりわけ、端野弁護士が担当された江田島で起こった殺

人・傷害事件や、資格外活動を行ったとして逮捕された実習生たちの裁判などの具体例を挙げての

報告は、実習生制度の欠陥を強く印象づけた。 

続いて、ユーシンで働くベトナム人技能実習生二人が登壇し、資格外活動を強要され、まともな

プラスチック成形の技能修得ができなかったことへの損害賠償と慰謝料を求めた労働審判申立の報

告をした。当日になって、通訳の方が参加できなかったため、概略を土屋みどり書記長が報告し、

本人たちは自分の気持ちや決意をできる限りの日本語で表明した。会場からは、二人の決意に対し

て熱い連帯の拍手が送られた。 

さらに、外国人技能実習生を支援する会代表の吉田舞さん、広島文教大学の准教授であり、スク
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ラムユニオン執行委員である岩下康子さん、

広島外キ連事務局の土井桂子さん、広島大学

博士課程に留学しているインドネシア人のレ

ザ・ルスタムさんなど、さまざまな立場か

ら、実習生問題に取り組んでいる方たちの意

見表明と決意が語られた。 

この広島集会では、多くの意見が語られ、

交流が行われ、今後のネットワーク形成に向

けての手がかりを形成できたという意味で、

大きな意義があったと言える。 

最後に、土屋委員長が技能実習生制度の廃

止に向けて、全国キャラバンをやり遂げるこ

とと新たな移民制度、まっとうな外国人受け

入れ制度を創り上げていくことの重要性が訴

えられた。このことを参加者全員で確認し、

本通りでのスタンディングへと向かった。 

 

 

集会に参加したベトナム人技能実習生 

～２年間にわたる資格外活動を訴え、労働審判を提訴！～ 

この集会に、ベトナム人の実習生２名が参加した。彼らは、株式会社ユーシンという自動車部品

の会社で技能実習を行っている。入社して２年間は、契約にあるプラスチック成形・射出成形の仕

事は一切させられていなかった。このことに不安と怒りをもって、スクラムユニオンに相談、労働

審判で争う決意をした。 

集会で彼らは「契約と違う仕事をやっていて、知識も技術も身についていない。」「このままベ

トナムに帰っても、日本の優れた技術をもって仕事をすることができない」と訴えた。彼らはもと

もと母国でプラスチック成形の仕事をやっており、日本の優れた知識と技術を持ち帰れば、給料は

２～３倍になり、頑張れば管理者にもなれると言われ、多額の借金をして来日する決意をした。

「だまされた、と思った。技術も知識も身につかず、多額の借金だけが残った。」「せめて、来日

費を取り返したい」と裁判への決意を表明した。 

 

土屋委員長が現状報告と訴え 

端野弁護士による実習制度への批判 
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本通りでのスタンディング 

本通りというのは、広島での中心街に位置する繁華街である。若い人たちも多く行き交うところ

であり、広島で街頭宣伝する場合にはよく利用されている。 

全国キャラバンの取り組みのために作成された横断幕を掲げ、また、準備されたプラカードを掲

げてのスタンディングであった。暑い日差しの中であったが、多くの通行人が注目していた。とり

わけ、横断幕には注目が集まり、じっと見入る人、スマホで写真を撮る人、立ち止まって見る若い

グループなど、普段の街宣では感じられないものがあった。また、土屋委員長がマイクを持って訴

えかけたが、その訴えに耳を傾ける人や「ビラなどはないんですか」と尋ねてくる人など、反応の

大きさに、スタンディングをしているわれわれが驚かされるほどであった。 

全国キャラバンの取り組みで掘り起こされた世論を、さらに大きくしていくために、連続的な運

動をやっていかねばならないだろう。 

 

鳥取の街宣・スタンディング行動報告 

鳥取では、6 月 1 日に地域ユニオンとっとりの仲間と技能実習制度廃止!全国キャラバンに取り

組んだ。これは 5 月 29 日の広島、福山、岡山での技能実習制度廃止！全国キャラバンの集会・ス

タンディング行動に続くものである。 

当日は、広島からの応援者も含めて、宣伝カー2 台に分乗して、二つの工業団地周辺を周り、就

労の自由、移動の自由もなく「現代の奴隷制」と言われている技能実習生制度を廃止しよう！外国

人労働者を生きた人間として、労働者として日本に受け入れる制度をつくろう！と訴えた。 

そして、夕方１７時前からは、JR 鳥取駅前で技能実習制度廃止！を呼びかけるスタンディング

アクションを行なった。 

鳥取市民は、岡山県の建設現場で働く実習生に対する暴行事件もあり、技能実習制度に関心が高

く、小手先の改善ではなく、制度そのものを

なくし、まっとうな移民制度を創ろうという

訴えに立ち止まって熱心に耳を傾けていた。

準備した「なくそう 実習生制度 創ろう まっ

とうな移民政策」と訴えたチラシもまたたく

まになくなった。 

６月１０日には、四国愛媛において、技能

実習生制度廃止に向けての集会が行われた。

えひめユニオンの呼びかけで集まった参加者た

愛媛集会に参加し、土屋委員長が講演 
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ちは、土屋委員長の講演を受け、外国人技能実習生制

度の問題点を把握した。そして、「現代の奴隷制であ

る外国人技能実習生制度の廃止を実現しよう。まっと

うな移民制度を創り上げよう。外国人労働者を単なる

労働力としてではなく、生きた生身の人間として、労

働者として日本に迎え入れよう！」と愛媛の地でも運

動を起こしていくことを決意した。 

 

 

 

 

 

 

 

技能実習制度廃止全国キャラバン：東京 

200 人もの支援者や実習生が参加し、外国人保

護を訴える声が飛び交いました 

参議院選挙に向けて 
スクラムユニオン・ひろしまは、広島選挙区では、野党統一候補を

推します。また、参議院比例候補では、 

新社会党 おかざき 彩子（おかざき さいこ）氏 
社民党 大椿 ゆうこ（おおつばき ゆうこ）氏  

を推薦します。知人、友人にも積極的に呼びかけてください。 

 

社民党の重点目標  ①新型コロナ感染症災害からの生活再建 ②格差・貧困の解消 ③地球環境

と人間の共生 ④ジェンダー平等社会の実現 ⑤多様性に富む福祉社会の実現と差別の根絶  

⑥平和外交で日本とアジアの平和をめざす です。   応援、よろしくお願いいたします。 
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スオン・ティ・ヴォットさん帰国 

 
 2020 年 11 月、東広島市志和町で乳児の遺体が見つかった。母親のヴォットさんは、保護責任

者遺棄致死の罪で起訴され、1 年半にわたって拘置所に留め置かれた。 

5 月に入ってから公判が始まり、31 日判決という速さで決着した。懲役 3 年執行猶予 4 年、判

決文を読み上げる裁判官の前で、ヴォットさんは静かに聞き入っていた。「日本に来ていいことは

何もなかった」「とにかくベトナムに帰りたい」 悲しいが、ヴォットさんの真実だ。 

妊娠がばれたら帰国になることを恐れて沈黙した辛さ、借金が返せなくなる恐怖、助けを求め

たが病院での言葉の壁と門前払い。周囲に手助けしてくれるベトナム人もいなかった。孤立した

彼女は苦しみながら出産し、心身共に深い傷を負って判決後速やかに帰国となった。 

私たちは、彼女の妊娠に気づかなかった監理団体を信用することはできない。また、帰国前に

ヴォットさんと支援者が言葉を交わすことさえ阻んだ彼らの行動を決して許さない。ヴォットさ

んが抱えるこれからの試練は、温情のない監理団体にもその責任はあるといえるだろう。ベトナ

ムに帰国したヴォットさんと連絡を取り、彼女が前向きに新しい人生を歩んでいけるようサポー

トしていきたいと思うばかりである。今後、二度と同じような悲劇を生まないためにも、彼

女を助けてあげられなかった実習生制度、支援体制の不備、そして、医療を反省し、私た

ちは支援金を募り、ヴォットさんに届けようと思います。皆さまのご協力をお願いいたし

ます。 

 

郵便振替 01310-1-65053 （スクラムユニオン・ひろしま） 

 

振り込む際には、必ず氏名と電話番号をお書きください。ご連絡させていただきます。 

明るく前に進もうとする彼女の姿を必ず皆様のもとにお届けできるよう、活動していきます。                    

ヴォットさんを支援する会代表  岩下康子 

 

5 月 29 日（日）、日本バプテスト広島キリスト教会にて、岩下康子さん（スクラム執行委員）

の講演会が開催されました。広島外キ連及び共生フオーラムひろしまの共催による学習会で、「技

能実習制度の光と闇」と題して、これまでの支援活動、研究調査から見えてきたことを発表され

ました。 

オンライン含め 80 名以上が参加する会となり、技能実習制度が抱える様々な問題点について

提起し、今後の地域課題について考える機会となりました。 



7 

 

 

NPO 非正規労働相談センター広島は、６月２５日（土）にビッグフロントにおいてヒロシマ総

がかり行動実行委共同代表で憲法問題に詳しい山田延廣弁護士を講師にお招きして NPO 独自学習

会開催を開催します。案内ビラを掲載します。 
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スクラムユニオン・ひろしまの活動報告と予定 

５月の報告     （一部抜粋） ６月の予定     （一部抜粋） 

3 日 憲法集会・孫洪江打ち合わせ 

8 日 スクラムユニオン・ひろしま執行委員会 

9 日 全国キャラバン実行委員会・入管（原田）  

10 日 実習生ネット・コムテック団交 

11 日 アバンセ団交・入管（ヒエウ）・反貧困ネット

12 日 東和裁判和解協議・フォーブル裁判 

13 日 中労委（リキ不当労）・沖縄平和行進（竹本） 

14 日 沖縄（竹本）・CUNN 運営委員会・学習会 

17 日 ヴォット裁判証人（岩下） 

18 日 アバンセ団交 

24 日 アセダック団交・NHK 取材・リキ裁判 

28 日 ふれあい学習会・AU 新庄打ち合わせ 

29 日 全国キャラバン広島集会 

31 日 アバンセ事務折衝・ヴォット裁判判決 

他           

1 日 全国キャラバン島根 

3 日 東和分会 

5 日 スクラムユニオン・ひろしま執行委員会 

8 日 アバンセ団交・NPO 事務局会議 

10 日 全国キャラバン愛媛（土屋講演）  

13 日 移住連省庁交渉・政府交渉 

14 日 エイジトレーディング団交・コムテック団交 

15 日 中国帰国者の会 

22 日 MSC 裁判 

24 日 県労協幹事会 

26 日 日本ベトナム協会岩下講演 

30 日 フジアルテコミテイ 

7 月 1 日 労働相談会（出雲） 

3 日 スクラムユニオン・ひろしま執行委員会 

他                    

 

スクラムユニオン・ひろしま 

  第２１回定期大会を開催します。 

   日時：7 月 17 日(日) １４時より１６時まで 

   会場：西区民文化センター大会議室 

 今年はスクラムユニオン・ひろしま結成から２０周年となります。これまで 

の活動を振り返り、新たな出発の大会としたいと考えています。 

 多くの組合員の積極的な参加を要請します。 

 外国人労働者問題、非正規労働者問題、コロナ禍での格差拡大など考えるべき

課題は山積みです。共にこれからも協力して取り組んでいきましょう。 


